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はじめに 

戻し堆肥の敷料利用は環境性乳房炎の予防に有効であるという報告がある。今回、バルク

乳体細胞数や乳房炎の発生に苦慮しその対策としてフリーバーン牛舎敷料に戻し堆肥の利

用を開始した農場において、敷料ベッドの管理状態について調査を実施した。 

 

農場の概要 

①飼養状況 

当該農場では、搾乳牛約 250 頭、育成牛約 50 頭を飼養し、牛舎はフリーバーンである。

搾乳牛は産次により 3 群に分けられ、第 1 群は初産から 2 産（80~90 頭）、第 2 群は 2 産か

ら 3 産（80~90 頭）、第 3 群は 4 産以上および体細胞数の高い牛（50~60 頭）で構成されて

いる。 

②バルク乳体細胞数の推移とその対策 

健康な牛群のバルク乳体細胞数は 20 万/ml 以下といわれているが、この農場のバルク乳

体細胞数は、平成 23 年度以降ほぼ毎月 20 万/ml を超えており、また、夏季にはペナルティ

対象となる 30 万/ml をも超える状況が続いていた（図１）。また、平成 24 年度末から平成

25 年度上期にかけては乳房炎の多発にも苦慮した。 

このため、対策の１つとして牛舎敷料を平成 25 年９月よりオガ粉から環境性乳房炎の予

防に有効と言われている戻し堆肥に変更した。 

 

図１ バルク乳体細胞数の推移 

 

 



③戻し堆肥敷料の調整方法 

堆肥舎に集められた牛糞および敷料は、まずバーク添加により水分調整し、ひと月以上の

間切返した後ブロアー堆肥舎に移して 2 週間からひと月の間切返し、最終段階で 5%重量の

消石灰を添加したものを戻し堆肥として使用していた。 

④ベッドの使用および管理状況 

各ベッドは 1.0～1.3m の高さに成形され、飼育密度はそれぞれ、牛群１および 2 で 6.6～

7.5 ㎡/頭、牛群 3 は 6.9～8.3 ㎡/頭であった。 

ベッドの管理は毎朝夕の 2 回、採食通路への落下敷料およびベッド表面の牛糞を除去し

た後、2t 車 1 杯分ずつの堆肥を追加していた。ベッドでの撹拌作業は無い。 

 

材料と方法 

調査期間は平成 26 年５月から平成 27 年２月で、２ヵ月ごとに試料を採取した。試料は

各群のベッド表面および戻し堆肥の 4 エリアで、それぞれ各 10 カ所分をプールしたものを

１検体とした。 

調査項目は、敷料堆肥の水分、pH、アンモニア（サリチル酸法）、大腸菌群数、また、各

牛群の牛体衛生スコアとした。衛生スコアは、 Wisconsin-Madison  大学  HP 

(http://www.vetmed.wisc.edu/dms/fapm/fapmtools/hygiene.htm)で公開されているスコア

リングカードを使用した。 

 

成績 

１）堆肥成分分析 

 ①水分 

  5 月から 12 月は、ベッド敷料の水分含量が 65~70%、戻し直前堆肥が 60%前後で推移 

した。また、2 月は、ベッド敷料で 68.7~71.6%、戻し直前堆肥で 63.9%で、他の月と比 

較して水分含量が高かった（表１、図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 堆肥成分分析 水分の推移(%) 

②pH 

  戻し直前の堆肥の pH は 9.05~9.57、ベッドでは 8.54~9.29 で、各エリアとも 10 月の 

試料で最も高い値であった（表１）。 

 



 ③アンモニア 

  使用直前の戻し堆肥 205.0~427.0μg/g、ベッドでは 44.0~531.0μg/g で、各エリアと 

も 12 月と 2 月で高値となった（表１）。 

 ④大腸菌群数 

  戻し直前の堆肥では、5 月~10 月は 103cfu/g であるが、12 月および 2 月には 104cfu/g 

を超える菌数を検出した。一方、ベッドにおいては、5 月~10 月で 106cfu/g を超えていた 

(図３、表１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図３ 堆肥成分分析 大腸菌群数の推移(cfu/g) 

 

 ⑤牛体衛生スコア 

  衛生スコアは図４の基準に従い、毎回各エリア 40 頭についてチェックした。スコア１ 

は表面に汚れ付着が無く、スコア２は汚れが半分以下、スコア３は汚れが半分以上、スコ 

ア４はほぼ汚れで覆われている状態である。汚れの強いスコア３および４の割合をみる 

と、下肢（legs）と側面（flank）は乳房(udder)の割合より高い。乳房炎や体細胞数との 

関係が強いと言われる乳房の汚れは、12 月および 2 月にはスコア３および４の割合が 

25%を超えている（図５）。 
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表１ 堆肥成分分析 

  
水分 

(%) 
PH 

アンモニア 

(μg/g) 

大腸菌群数 

(cfu/g) 

ベッド１ 5 月 67.3 8.82 44.0 6.0*106 

 7 月 67.1 8.54 103.0 6.0*106 

 10 月 67.3 9.29 89.7 6.0*106 

 12 月 62.9 8.81 299.0 3.0*106 

 2 月 69.7 8.68 430.0 1.0*106 

ベッド２ 5 月 68.4 8.58 159.0 3.5*106 

 7 月 63.9 8.85 57.0 7.0*106 

 10 月 66.1 8.93 136.3 6.0*108 

 12 月 66.2 8.58 531.0 7.3*105 

 2 月 71.6 8.64 481.0 4.5*106 

ベッド３ 5 月 68.0 8.56 69.0 6.8*105 

 7 月 69.1 8.87 259.0 1.1*107 

 10 月 66.0 8.97 217.2 2.0*106 

 12 月 64.4 8.68 194.0 5.6*105 

 2 月 68.7 8.84 314.0 6.0*106 

戻し堆肥 5 月 58.3 9.50 205.0 2.0*102 

 7 月 61.6 9.57 219.0 1.1*103 

 10 月 60.1 9.45 232.7 5.0*102 

 12 月 62.1 9.05 427.0 3.0*104 

 2 月 63.9 9.13 312.0 2.2*105 

 

                    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 図４ 牛体衛生スコア基準 

 

図５ 牛衛生スコア３および４の割合(%) 
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２）バルク乳体細胞数 

 戻し堆肥の敷料利用を開始した平成 25 年 9 月以降のバルク乳体細胞数は、現在の 

ペナルティ対象である 40 万/ml を超過することはなく、また、平成 26 年度には、例年体 

細胞数の高くなる 8 月および 9 月の成績も 30 万/ml 以下であった。しかし、夏季および 

冬季は 20 万/ml 以上であった（図６）。 

 

 

  図６ バルク乳体細胞数の推移 

 

まとめ及び考察 

搾乳牛約 250 頭をフリーバーン牛舎で使用する農場において、平成 25 年 9 月より、乳房

炎および体細胞数対策として牛舎敷料への戻し堆肥利用を開始したので、平成 26 年度は、

2 ヵ月毎に敷料堆肥の成分分析等を実施し敷料ベッドの管理状態を確認した。 

戻し堆肥を敷料として使用することで、牛の快適性や健康状態、寿命を改善し、乳房炎発

生やバルク乳体細胞数を低下させたという報告は多数ある（Hosota et al.,1997; Ibuki et 

al.,1999; Barberg et al.,; 2007 Hirakawa et al., 2010; Wakimoto et al.,2010）。しかし、敷

料の水分が高いことは牛体や乳頭の汚染につながり却って乳房炎が多発する（Hirakawa et 

al., 2010）。今回の調査で、水分は、戻し直前で約 60%、ベッドで 65~70%であった。これ

は、国内の報告で、ベッドは 30~50%が快適（Kariya et al., 2003）、あるいは 46~64%を推

奨（Inoue, 2013）とされたのに対して高いものであった。この原因としては、堆肥処理前

の水分調整が不十分であることと、飼養密度が 6.6~8.3 ㎡/頭であり、少なくとも 7 ㎡で推

奨は 7.4~7.8 ㎡との報告（Inoue, 2013）より高いことが考えられた。 

 牛ふん堆肥の pH については、これまで 7~10 という報告（Ibuki et al., 1999; Mori et 

al.,2002; Sakio et al., 2005）がある。今回の試料は、戻し直前に消石灰を添加している同

様のものと違いはなかった。 

 アンモニアは冬季に高かったが、これは、これまでの報告（Ibuki et al., 1999）と同様の

傾向であった。 

（万/ml） 



また、敷料中の細菌は環境性乳房炎の原因となるが、堆肥の敷料利用については、堆肥化

処理過程の発酵温度が 60℃前後まで上昇すると大腸菌群は検出されなくなる（Watanabe 

et al., 1998）、よく腐熟した堆肥中の大腸菌群の増殖はオガクズ中より抑制される（Inoue 

et al., 2003）、堆肥中の Bacillus licheniformis 等が大腸菌やクレブシエラに対する抗菌物

質を分泌している（Hosota et al.,1997）、完熟でない堆肥でも大腸菌に対する抗菌効果を認

めた（Miyoshi et al.,2009）との報告があり、このため、環境性乳房炎の予防に有効である

と言われている。大腸菌群数については、牛ふんで 106 cfu/g（Ozutsumi et al., 2015）、牛

ふん堆肥中で 102~106 cfu/g（Gong et al., 2005）、また、管理の良い農家のベッドでは 102 

cfu/g、悪い農家で 106 cfu/g（Inoue, 2002）という報告がある。牛床の大腸菌群数は 106 cfu/g

を超えなければ臨床型乳房炎の問題は少ないとも言われているが、今回の調査成績で 5 月

~10 月のベッドで 106 cfu/g を超えており、望ましい状態ではないと考えられた。 

牛体の清潔度は搾乳衛生の中でも最も体細胞数に影響度が高いものの一つであり（Kawai 

et al., 2009）、また、牛体衛生スコア、特に乳房のスコアは乳房炎り患率や体細胞数と有意

な関係があると言われている（Schreiner et al., 2003; Reneau et al., 2003,2005）。今回の

調査においても、乳房のスコアと体細胞数の推移には同様の傾向がみられ、乳房スコア３

および４の割合が 25%以下の月は体細胞数が 20 万/ml 未満であった。 

戻し堆肥敷料の利用開始後のバルク乳の体細胞数は、30 万/ml を超えることはなくなっ

た。しかし、飼養密度が高くベッド敷料の水分が高いため乳房の汚染率も高く、体細胞数も

夏季と冬季には 20 万/ml を超えていた。バルク乳体細胞数は 20 万/ml を超えると生産性に

影響があると言われる（National Mastitis Council, 1987）ので、最終目標は年間を通じ 20

万/ml 未満としたい。また、急性乳房炎での診療頭数は、敷料利用開始の前後で大きな変化

は無かった。 

今回の調査では、飼養密度の高さやベッドの管理の問題が判明した。今後は、特に夏季の

ベッドの大腸菌群数および冬季のベッドの水分含量の改善を目標に農場を指導していく。 
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